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自分の思いを伝えることが大切

　「人生会議」とは、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）ともいい、将来的に命にかかわる病気に
なったときなどに備えて、本人を中心に、家族やかかりつけ医、介護関係者などがいっしょに話し合
い、本人が「そのとき、どのようにしたいのか」という希望を共有していく取り組みです。

定期的な
　　人生会議（ACP）を

　高齢者に限らず、誰でも、いつでも、命にかかわる大きな病気やけが
をする可能性があります。人は命の危険が迫った状態になると、多くの
場合、医療や介護について自分の意思を伝えられません。医療や介護
を受ける際に、まず自分が大切にしていることや望んでいること、どこ
でどのように受けたいかなどを事前に考え、それを周囲の信頼できる
人とも話し合って共有しておくことが大切です。

あなたの思いの実現に協力してくれる人たち

　いつまでも「あなたらしく豊かに生きる」ために、そ
して将来の「もしものとき」に、あわてたり迷ったりし
なくてもすむように、あなたの考えを伝えておくのに
ACPが役に立ちます。
　以下のポイントを参考にしながら、ACPを進めてい
きましょう。特に大切なのは、自分の考えや気持ち、体
調の変化に合わせて繰り返し話し合うことです。

あなたの思いを
　　　　　伝えるために

　高齢になると医療や介護を受けながら生活する必要があります。そのため、ACPを話し合うのに医
療や介護の専門家の意見も大切です。ACPで話し合ったことを実現するために協力します。

命にかかわるような「もしものとき」に、自分はどのような医療や
介護を望むか、また、人生の最期をどのように迎えたいかなど、ま
ずは自分で考えてみましょう。

まずは
自分で考えてみる

●人生会議をはじめる時期や年齢に決まりはありま
せん。そして「もしものときに、どうしたいか」は、
心身の状態などによって変わることがあります。
何度でも繰り返し考え、話し合いましょう。

人生会議（ACP）の進め方

家族や友人、かかりつけ医やケアマネジャーなど、「もしものとき」
に、自分の医療や介護についての思いを託せる信頼できる人は誰
か考えてみましょう。

信頼できる人は
誰かを考える

家族や友人、かかりつけ医やケアマネジャーなど信頼できる人といっ
しょに話し合い、現在の健康状態に応じた専門的なアドバイスも聞き
ながら、その時点での話し合いの結果を共有してもらいましょう。

信頼できる人と
いっしょに話し合う

●かかりつけ医
　日常的な治療や健康管理を行います。在宅医
療の中心的な役割を担い、介護スタッフとも連
携してサポートします。

●病院の主治医
　入院治療の主治医で、在宅療養への移行や、
在宅療養中の病状の急変などに対応します。

●医療ソーシャルワーカー
　病院などで療養生活上の経済的、社会的問題
の相談を受け関係者との調整を図ります。

●訪問看護師
　医師の指示のもと専門的な医療処置や、血
圧・体温・脈拍など健康状態を確認します。

●ケアマネジャー
　在宅介護の中心的な役割を担います。介護
サービスの利用プランの作成や介護サービス事
業者との調整などを行います。

●ホームヘルパー
　家事など身の回りの生活全般のサポートや身
体介護など、日常生活の支援を行います。

　「もしものとき」は、
いつでも誰にでも訪
れるものです。手遅れ
にならないように、で
きるだけ早く話し合い
をはじめましょう。

　簡単には結論が出
せない大切なことです。
自分だけではなく、家
族や専門家などの意
見も聞きながら、話し
合って決めましょう。

　胸の内にしまってい
ては、あなたの希望や
思いは伝わりません。
言葉にして信頼できる
人に伝えましょう。

　人の気持ちや体の状
態は変化します。変化
に合わせて見直しま
しょう。何度でも繰り
返し考え、納得いくま
で話し合いましょう。

今からはじめる たくさん話し合う はっきりと伝える 何度も見直す
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※そのほかにも様々な職種の人があなたを支えます。
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